
一
人
ひ
と
り
の

情
報
活
用
能
力
を
高
め
る

　　
こ
れ
ま
で
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
通

信
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
本
市
は
令

和
７
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
に
か

け
、
全
国
に
先
駆
け
て
情
報
技
術
等
に

つ
い
て
先
進
的
に
学
ぶ
、「
情
報
活
用
科
」

を
市
内
全
小
・
中
学
校
に
新
設
し
ま
す
。

　
そ
し
て
現
在
、「
情
報
活
用
科
」
で
学

ん
だ
こ
と
を
「
ふ
る
さ
と
垂
水
」（
総
合

的
な
学
習
の
時
間
）
を
中
心
に
、
各
教

科
の
学
習
で
発
揮
さ
せ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
開
発
し
て
お
り
、
全
国
か
ら
注
目

を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
の
11
月
17
日
に
、
令
和
７
年
度

第
２
回
運
営
指
導
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
長
の
辻
准
教
授
（
鹿
児
島
国
際
大

学
）
を
は
じ
め
、
教
育
機
関
や
企
業
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
方
々
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
開
発
に
か
か
る
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
協
議
し
、
垂
水
の
未
来
を
切
り

拓
く
子
供
の
姿
に
つ
い
て
、
上
の
図
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
全
国
で
も
例
を

見
な
い
、
本
市
の
先
進
的
な
取
組
の
一

端
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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GIGA スクール構想第２期から取り組む新しいカリキュラム

No.
1

学校教育課と各校の「全国トップクラスのGIGAの取組」を紹介No.
２

※カリキュラムとは、児童生徒が学習する内容等の計画（教育課程）です。

１年次
（令和 7 年）

２年次
（令和８年）

３年次
（令和９年）

４年次
（令和 10 年）

GIGA スクール
構想第１期

（令和３～６年）

① デジタル学
　 習 基 盤（ 端
　 末や通信環
　 境等）の整備

② 学習面と生
　 活面、校務で
　 の ICT 活用

① 目指す子供
　  像の設定

② カリキュラム
　  作成

創成期 

① 全小・中学校
　  で実践

② カリキュラム
　  の修正

③ 学びをみとる
　  方法

実践期
① 学 び の 質 の
　  向上

② 各教科に学び
　 を広げる

発展期
① 取組を全国
　  に発信

② まとめと今後
　  の取組

結実期

情報活用能力の高まり

情報技術が飛躍的に発展する社会において、その特性を
正しく理解し、適切に取り扱うことで、多様な他者と交
流したり、協働したりしながら学びの質を高めるととも
に、ふるさと垂水の一員として参画意識を高める子ども。

目指す姿の
具現化

今後目指す姿 ／

GIGA スクール
構想第２期
がスタート

　　新設「情報活用科」の学習を紹介（垂水小学校）

　今年度から「情報活用科」を新設し、全学年で授業を実施しています。先進的な教科であるため、教職
員は試行錯誤しながらの実践ですが、児童たちは生き生きと学習しています。令和７年 10 月に、２年生が
新１年生に向けて本校の魅力を伝える動画を制作するため、
動画のトリミングやテロップの挿入など基本的な編集方法に
ついて学習しました。児童は、編集のポイントについて考え
たり、友達と協働して編集したりするなど意欲的に学び、「編
集の仕方を覚えて、新１年生を喜ばせたい。」などの感想を述
べていました。本校は、情報技術を専門とする教職員がいる
わけではありませんが、教職員同士で学び合い、「情報活用科」
の授業の充実に努めています。そして、本校の取組を市内小・
中学校および全国に発信し、多くの児童たちの情報活用能力
向上に貢献したいと考えています。 ▲ 動画を編集する２年生

　　遠隔合同授業による３校合同防災教育（松ケ崎小学校・学校教育課）
　　～もしもの桜島大噴火を見据えた地域防災～

　11 月 26 日に、松ケ崎小学校で、文部科学省学校安全総合支援事業「防災教育」の研究公開を行いました。
これは、松ケ崎小、協和小、牛根小の３校が、令和６・７年度の２年間にわたり、桜島大噴火を想定し、家
庭や地域が連携した防災教育の研究に「ふるさと垂水」（総合的な学習の時間）で取り組んできた成果を発表
するものであり、各学校の５、６年生の授業が公開されました。
　授業では、先日配布された端末（iPad）で３校をオンライ
ン会議でつなぎ、各グループが作成した「防災プラン」を共
有しながら、内容等のよさや、よりよくするための助言を交
流し、児童が「自分事」として地域の防災をとらえる姿が見
られました。児童からも、「他校の友達の意見を聞くことで、
プランの修正点に気付いた」「互いにアドバイスをすることで、
相手の考えが分かり、新たな気付きがあった」という感想が
聞かれました。
　今回のように、オンライン会議システムや共同編集アプリ
を使うことで、児童は離れていても多様な考えに触れること
ができます。そして、他者の意見に耳を傾けることで、新た
な視点を得たり、異なる価値観を受け入れたりしながら、協
働的で深い学びを実現することができます。
　また、授業後の研究協議では、参加した先生方が、動画や
スライド等が作成できる「Canva」を使い、防災の研究テー
マに沿って活発な意見交換を行いました。
　今後も、他校との遠隔合同授業を推進し、児童が多様な視
点で物事を捉え、確かな学力と豊かな感性を育む授業づくり
に取り組んでいきます。

▲ 研究協議の様子

▲遠隔合同授業の様子

拡大版！

垂水小学校のよさを
新１年生に動画で
伝えるぞ！

たくさんの友達と
つながって意見を
交換できたよ！

市内全小・中学校が文部科学省研究開発学校指定（令和７年～10年）
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